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Curve descrideddy GeneralizedRandom Walks




情報源としては生起確率 kl, k2 , -･･である情報の要素zl,(2, から成るものと考
える｡情報源に接触する系 (脂,計算機など)の接点は, "よい符号化〝 (大きな k逐持っ要
素zaは,短い長さe乙の符号に翻訳する)が行われるものとする｡ 系に長さel(<),22(<),
--･の符号語がそれぞれNIl胤 NI2胤 -･･.あたり,全部でM個 (-∑NI)あったとしよ乙 乙









に位置7nにくる確率W(7n,N )は位置間 (7n-αll- m)をとび移る確率 pNa_1(7nl7n-α･1)
(α-±,o)によ って次 の漸 化 式
W(-,N )-吉fNal(-i--all)W(--all,N-1)･ (1)
で表わされる.連続体近似 (x-7na,i-Nt., a2/i.-一定で a,t｡- 0)をとると(1)から
FokkerPlanck (FP)方程式が得られる1)fNa_1は欄 のシナプスの状態 aL(a-1,2･･･








p (i)-三〔<aZ(i),±<鮒 ,〕 (2)
ここで
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gai汀 losstypeのマスター方程式から出発し,Staggered sealing expansionmethodl,2)
(時間 ･空間的サイズに段差をつけてスケーリング展開を行 う方法 )を導入することによって,
Kramers Moyal展開を経て,巨視的方程式およびそのまわりのゆらぎのモーメントを定め
る方程式が得られる議論2)を拡張し,さらにゆっくりしたモー ドを定める方程式が導出できる
ことを報告する｡
多体系には各種の運動モー ドがある｡ われわれが必要とするのは,系を現象論的あるいは巨
視的に特徴づけるモー ドとそのゆらぎの様子であり,これらは,その中にすべての運動モー ド
を含む微視的な基礎方程式を粗視化することによって得られる′｡ブラウン運動にみられるよう
な確率過程にしたがう系でマルコフ性が仮定され,遷移確率がわかればマスター方程式が立て
られ,問題はこれを解 く方法に帰着する｡厳密に解 くことは数学的に興味はあっても,物理的
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